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この段落は、事実を述べているのではなく、想定での話をしている。If。この文の最後のAもIfで意味が流れる。
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問題に対処しなければどんな深刻な結果になるかを想定して各項目を並べよ、と。これを受けて必要なことを述べているので、具体的な対処が二つあげられている。
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リストができたら、今度はそれを消してゆけ。後半のCは、静かな潮の流れに流されながら、見上げる・・・そう考えるとwhenでも、asでも可能。前半は、asがベスト、後半はwhenがベスト。書いた人がなんと書いたか？どちらを正解にしたのか？または両方正解なのか、それはわかりません。わかる必要もないと思います。言えるのはどちらも可能、ということです。
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前文の体への影響を受けて、そういう体への変化についての言及。体への影響ということでは、「同様に」ということで、likewiseとin turn。ただ、前文の影響を受けて、それに続いて「今度は」、という流れになるのでin turnになるのでしょう。また、挿入の形でカンマで区切られていることも考慮すべきか。この意味のin turnは、ネット上の記事でも、入試問題でも頻出しています。和訳問題で出てきた場合には、特に訳さなくてもいいし、「そして」で済ましてもいいでしょう。前文の事象を受けているので、単に「同様に」と「訳す」とまずいケースがあるので注意。
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ここはso thatで決まり。スケジュールに従って運動をせよ、習慣になるように。あまり寝る時間近くになって運動するな、眠れないといけないから。
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まずは「比較級」の強調であるから、yet以外はどれでもOK。しかし、あとのclosedの前に残りの３つのどれが入るか。これがすぐにでてくるのであれは、大したものです。こちらは比較の強調ではなく、「じっと」とか「静かに」という意味の副詞。つまり、それぞれ意味合いが違うstillが入る。




